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運用手段の多様化は堅実に進み、銀行界への影響は、
これまでのところ、ほとんど見受けられない

【おもな商品の国内市場規模】
　～2007年度の組成額・発行額等～ 【ゆうちょ銀行の新規業務】

　～2008年3月末残高～

シンジケート・ローン（注1） 26.1兆円
貸出債権の流動化（注2） 5.3兆円 貸出金（注3） 427億円
証券化商品 6.8兆円 買入金銭債権 209億円

（資料）ゆうちょ銀行「ディスクロージャー誌」、独立行政法人郵便貯金・簡易生命保険管理機構「財務諸表」

　　　　全銀協「貸出債権市場取引動向」、日本証券業協会・全銀協「証券化市場の動向調査」

（注1）ｼﾝｼﾞｹｰﾄ・ﾛｰﾝはﾀｰﾑﾛｰﾝとｺﾐｯﾄﾒﾝﾄﾗｲﾝの合計　　（注2）貸出債権の流動化は正常債権・不良債権の合計

（注3）ゆうちょ銀行の貸出金については、郵貯簡保機構向け（3兆7136億円）および預金者貸付（151億円）を除いた残高

【ゆうちょ銀行の新規業務】
　～2008年3月末残高～

貸出金（注3） 427億円
買入金銭債権 209億円

実施状況等

2008.1 シンジケート・ローン（参加型）融資を実行

市場の状況等を勘案しながら、態勢整備が出来次第、運用開始予定

2008.3 信託受益権の取得を実行

2008.2 貸出債権の取得を実行

2008.2 金利スワップ取引を実行

2008.6 リバースレポ取引を実行

（資料）郵政民営化委員会（第46回）配布資料「郵政民営化委員会 ヒアリング資料（ゆうちょ銀行提出資料）」

ゆうちょ銀行の新規業務（運用手段）

①シ・ローン（参加型）、SPCへの貸付

⑥リバースレポ取引

②公共債の売買

③信託受益権の売買、株式の売買等

④貸出債権の取得又は譲渡等

⑤金利スワップ取引、金利先物取引等
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新規商品・サービスは慎重な滑り出しであり、銀行界への
影響は、これまでのところ、ほとんど見受けられない

実施状況等 実績値
（注1）

国内市場規模等

2008.5.1 業務開始
（全ての直営店・郵便局で展開中）

約6.7万件
（2008.8末）

発行枚数
2億9266万枚
（2006年度末）

2008.5.29 業務開始
（直営店164店舗で展開中）

約39億円
（2008.7末）

変額個人年金保険契約高

16兆4045億円
（2007年度末）

住宅ローン等の媒介業務
2008.5.12 業務開始
（直営店50店舗で展開中）

約100億円
（2008.8末）

・ノウハウを蓄積し、媒介業務開始
　の1年後を目処に、自社ローンの
　取扱開始を希望
　【2006.11.22 郵政民営化委員会】

―

・2008.4.1　金融庁、総務省、郵政
　民営化推進室あて政令改正要望を
　提出

― ―

　（資料）郵政民営化委員会（第46回）配布資料「郵政民営化委員会 ヒアリング資料（ゆうちょ銀行提出資料）」
　　　　　社団法人日本クレジット産業協会「クレジット関連統計」、社団法人生命保険協会「年次統計」、
　　　　　日本銀行「預金・貸出関連統計」
　（注1）実績値は各社報道ベース
　（注2）都銀、地銀、第二地銀、信託4行、新生銀行、あおぞら銀行の住宅ローン残高の合計

①クレジットカード業務

②変額個人年金保険等生命
　保険募集業務

③個人向けローン（住宅ローン、
　カードローン等）

④流動性預金の預入限度額廃止

新規業務

住宅ローン残高（注2）

106兆7775億円
（2007年度末）

認可申請未済
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貯金残高は引き続き減少傾向だが、キャンペーン実施によ
る底上げ等により減少ペースは緩和

（資料）日本郵政、ゆうちょ銀行ホームページ
（注）前年は2006.9、本年は2007.9の残高を基準として

増減額の累計を表示。2008.4以降、データ公表
サイクルが月次から3ヶ月ごとに変更
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［貯金残高増減（月次）の推移］ ［貯金推進キャンペーンの例］

キャンペーン名 内容

郵政民営化記念宝くじｷｬﾝ
ﾍﾟｰﾝ
【2007.10.10～11.9】

定期貯金100万円につき期間3
年未満2,000円相当、3年以上
4,000円相当の宝くじをﾌﾟﾚｾﾞﾝﾄ

金利優遇ｷｬﾝﾍﾟｰﾝ
【2007.12.3～12.28】

個人が対象。
50万円以上の定期貯金の金利
を0.2％優遇。

退職金ｷｬﾝﾍﾟｰﾝ
【2008.2.4～5.30】

退職金受取者が対象。
100万円以上の定期貯金の金利
を0.3％優遇。

定額貯金ｷｬﾝﾍﾟｰﾝ
【2008.5.12～12.30】

満期を迎えた定額貯金が対象。
抽選で8000名にｷﾞﾌﾄｶｰﾄﾞをﾌﾟﾚ
ｾﾞﾝﾄ（最高5万円分）。
定額貯金または定期貯金100万
円ごとに1口応募。

金利優遇ｷｬﾝﾍﾟｰﾝ
【2008.6.2～8.1】

個人が対象。
50万円以上の定期貯金の金利
を1年：0.2％、3ヶ月0.5％優遇。

年金ｷｬﾝﾍﾟｰﾝ
【2008.8.15～10.29】

公的年金受取者が対象。
50万円以上の定期貯金の金利
を0.3％優遇。

冬の金利優遇ｷｬﾝﾍﾟｰﾝ
【2008.10.30～2009.1.30】

50万円以上の定期貯金（期間1
年）の金利を0.25％優遇。
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偏重した運用・調達構造は不変であり、引き続きバランス
シートに大きな金利リスクを内包

［ゆうちょ銀行のバランスシート（2008年3月末）］

運用資産 189.4兆円 貯金 181.7兆円

固定資産等 0.2兆円 その他の負債 1.6兆円
その他資産 1.8兆円

純資産の部 8.1兆円

資産合計 191.4兆円 負債・純資産合計 191.4兆円

（運用資産の内訳） （貯金の内訳）

（資料）ゆうちょ銀行「ディスクロージャー誌」　　　（注）預託金（20.7兆円）は同額計上の借入金と相殺

資産の部 負債の部

定額貯金
106.5兆円
58.6％

通常貯金
55.4兆円

定期貯金
11.2兆円

振替貯金
7.5兆円

国債
156.8兆円
82.8％

その他の有価証券

15.7兆円

現金預け金
8.8兆円

貸出金
3.8兆円

コールローン
3.7兆円

金銭の信託
0.4兆円

その他
0.2兆円

その他
1.1兆円
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利用者の利便向上の観点から、全銀システム接続に向け
た準備が着々と進展

○ システム等の安全面が確保されることを前提に、ゆう

ちょ銀行は2009年1月に全銀システムに接続する予定

⇒ 全銀システムに接続している金融機関との間で

相互振込が可能に

○ 銀行界としても、お客様にご迷惑をかけることのない

よう、システム・テストの実施や口座番号読替にかか

る周知徹底等、万全の協力体制で対応
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（ご参考）円滑な接続に向けた各種取組み

○ 全銀システムに接続している約1,500の金融機関と

ゆうちょ銀行で運用確認試験等を20回以上実施

（加盟銀行における周知） ～掲示開始は12月上旬の予定～

○ ATMにステッカー（操作方法）貼付
○ 窓口・ATMコーナーにポスター（口座番号の確認方法）掲示
○ 窓口にリーフレット（口座番号の確認方法）備付
○ ATMコーナーに短冊形チラシ（操作方法）備付

（その他）

○ 例えば、みずほ銀行では、告知看板の設置、ATM画面

での注意喚起、DMの送付等の取組みを実施

総合運転試験

加盟銀行における周知

その他
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（ご参考）ポスター、チラシ

（ポスター：12月より掲示予定）

（チラシ：12月より設置予定）
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（ご参考）告知看板、DM

（告知看板：12月より設置予定） （DM：11月に送付予定）
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今後、ゆうちょ銀行に期待すること

○私ども民間金融機関との公正かつ自由な競争を通じ、

多様で良質なサービスが提供され、国民の利便性向
上が実現されることを期待

○ 新規業務については、リスク管理や利用者保護等に

留意の上、引き続き慎重な足取りで取り組むべき

○ 偏重した運用・調達構造を是正し、経営の健全性を確

保するため、肥大化したバランスシートの規模を市場
が受入可能な適正水準まで縮小していくべき

○マネロンや振り込め詐欺への対策等についても、民間

金融機関と足並みを揃えた取組みを期待
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